
第2 章
重度・重複障がい（発達的変容）家族支援（集団討議形式）研究



肺結核を患い，20年程，闘病生活をしていた筆者の母親は，42,3 年前脳内出血により 59歳で他界した。

小生の田舎では当時，結核（肺病）は「うつる病，遺伝する病（巻
まき

＜ 家系 ＞ が悪い），不治の病」として

忌み嫌われていた。存在そのものが，否定的に受けとめられていた。子ども心に，肩身の狭い思いがあった。

「肺病たがり，肺病たがり」と，子どもたちははやし立て，中には，小生に小石を投げるつけることも，しば

しばであった。今にして思えば，子どもたちがそうするのは，当然だったのかもしれない。周りの大人の，周

りの人々の知識，考え方がそうであったのだから。

こうした体験を通して，子どもの教育や支援には，「対症療法」も時に，緊急性を要し，大切ではあるが，

人権尊重の理念に基づいた根本的な考え方や，幅広く，より科学的で，より正しい知見，知識等をベースに

した，体系的な教育や支援が何より重要であることを痛感してきた。

「共生を基本に一人ひとりのいのちを，よりひかり輝かすことに寄与する諸科学を，諸教育を，諸支援を」と

の想いを，より強くしたのも筆者自身が「障がい者の家族」だったからでもある。

少々長くなるが，筆者が初めて，福祉の現場，東京都心身障害者福祉センター幼児科で携わった家族支援

の実践的研究の一端を紹介しよう。

研究エピソード 2
「重度・重複障がい」（発達的変容）
家族支援（集団討議形式）研究に際して
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「援助・指導体制及びその理由」

当科が重視しているのは，スタッフ全員が各自

の専門的な背景をお互いに大切に認め合い，それ

をふまえつつも，ケース全員（親，子）の状態の把

握，それにもとづく関わりがより共通に，広く，し

かも深くできるような共通基盤づくりにある。

その具体的な援助・指導体制としては，まず親

グループには，2名のスタッフ（1名固定，1名ロ

ーテーション／＜子どもの play に入っているス

タッフ＞）がペアで入る。また，マジックミラーを

通しての観察者 1名をロ一テーションで置く。こ

の理由としては，親の討議の流れを途切れさせな

いこと，かつ独善をできるだけカバーし，より豊か

な情報を提供したり交換できるようにすること，

と同時に，親一子援助・指導の疎通性を良くし，親

に子どもの発達の様子等をより伝えやすくするこ

とがあげられる。さらには，特定のスタッフにのみ

問題の解決を求め, 依存的になりがちな面をでき

るだけおさえ，スタッフも含めた親グループ全員

で，より深く共感し合いながら問題を解決してい

こうとする意識をさらに強く持てるようにするこ

と等を目指しているからである。

また当科では，比較的非指示的な集団討議形式

（non－directive group－discussion）を中心と

した親のグループ援助・指導を行なっている。

この理由としては　① スタッフ対親という

1：1の関係よりも様々な親が集まることでより

幅の広い，しかも，肉迫した経験交流ができ，内容

的にもさらに深められるであろうということ　②

同じ様な内容のことでも，現に障害幼児をかかえ

経験していたり，また，すでに経験済みの親に話し

てもらう方が，より共感をもって聞かれやすいで

あろうということ　③ 同じ様な経験を他の親が

話すことを聞くことにより自分をより客観化した

り，対象化して捉え返すことができやすいであろ

うということ　④ 親同志が出会うことにより，こ

れまで孤立していた親が，仲間意識に支えられ，よ

り外へ向けて開かれ，自分をより客観的に見，問題

をより深く洞察し，しかも依存的ではなく，より主

体的に問題を解決してゆく手がかりを掴みやすく

なるであろうということ等々が考えられるからで

ある。

他方，子どもグループのプレイには，3～4名の

スタッフが入る。数回固定（2，3名）での一部ロ

ーテーション（1，2名）制をとっている。また，マ

ジックミラーを通した観察者（2，3名）をローテ

ーションで置く。こうしたローテーション体制は，

スタッフの専門的背景（保育士，心理，作業療法士，

精神機能訓練士，言語治療士等）の違いをふまえつ

つも，その違いを乗り越えて実施している。

その理由としては，子どもがより発達するため

には，彼らに関わる援助者も発達しなければなら

ないことは言うまでもないことがまずあげられ

る。それは，援助者が，ある一人の子どもに，又，

何人かの子どもに固定して関わる中ででも可能な

面も多い。しかし，様々な専門的背景や，経験，個

性をもつ複数の援助者が，何人かの，それぞれ障害

の程度や発達レベルの異なる子どもたちと関わり

合いを持ち，しかも，援助者同士が自由に相互批判

できる体制の中で関わる事の方が，さらに豊かに

発達し合える側面を有している事も否めないであ

ろうと考えるからである。このことは，子どもたち

同士についても言えると考えるからである。

また，当科では，発達援助という軸で，活動をよ

り豊かなものに展開し，しかも職員同士の発達を

一層高める場として中心的に位置づけているの

が，援助・指導会議（カンファランス：Confer-

ence）である。この場は，援助・指導活動のため

の原点であり，この中で，すべての援助・指導活動

の流れや，その流れにそった各スタッフの役割と

活動の方向が絶えず検討され，確認される。
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１　難治性てんかんを伴う知的発達障害幼児の飢餓及び
ケトン食療法の心理学的考察
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２　重度・重複障害幼児の親援助・指導に関する一研究
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３　重症心身障害者の発達に関する事例研究
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